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 (対象と方法) 大学生および専門学校生 2622 名を対象に、11 調査を行った。研究 1 (N = 229)、
研究 2 (N = 218)、研究 3 (N = 230)、研究 4 (N = 128)、研究 5 (N = 150)、研究 6 (N = 114)、
研究 7 (N = 258)、研究 8 (N = 152)、研究 9 (N = 150)、研究 10 (N = 179)、研究 11 (N = 814)。 
 (結果) 第 1の目的に沿って、対人ストレッサー(研究 1、研究 2-1、研究 3)、対人ストレス反応(研
究 1、研究 2-2、研究 4)、反応焦点型対処行動(研究 1、研究 2-3、研究 5-1)の尺度の開発と妥当性
検討を行い、各尺度の十分な信頼性と妥当性を確認した。これらの開発した尺度を用いて、対人ス
トレスへの反応焦点型対処過程の探索的検討(研究 2-4)、探索的検討の結果に基づくモデルの妥当







 第 2の目的に沿って、相談への期待(研究 6、研究 7-1、研究 8)、相談相手の肯定的反応(研究 6、


























平成 26年 1月 24日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
(結論) 
よって、著者は博士（心理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
